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１．はじめに 

大気エアロゾルは，太陽光を直接散乱・吸収する直接効

果，雲凝結核となることで雲の放射特性を変える間接効果な

どにより放射収支および気候に影響を与える．ところが，

IPCC AR5（気候変動に関する政府間パネル第５次報告書）

によると，この影響についてはまだ不確定性が大きく，わか

っていないことが多い．大気エアロゾル粒子の濃度は，気体

の化学反応によって粒子が生成される新粒子生成（NPF）に

大きく影響されるが，その理論的な予測は難しく十分な理解

がなされていない．NPFには様々な気象要素が密接に関係

しているため，本研究は，粒子数濃度と複数の気象要素を

観測し，その関連を見出すことを目的とした． 

 観測場所として富士山山麓にある太郎坊を選んだのは，こ

こが山岳地域かつ森林地域であるゆえ，世界各地の山岳地

域において見られた谷風条件下での NPFを確認し，また森

林地域において季節ごとの比較をすることでBVOC（生物起

源揮発性有機化合物）のNPFへの影響について考察するこ

とができるためである．これまで太郎坊では，堀井（2015）1)

が 2014年 7月〜１２月,須藤（2016）2）が 2015年 1月〜8月

のデータを解析し，降水時以外は日中ほぼ毎日NPFイベン

トが発生することを報告している．本研究では 2015年 11月

～2016年8月のデータを解析した．さらに，自由対流圏にあ

る富士山山頂での観測結果と比較することで，エアロゾルの

山岳輸送のメカニズムを探ることも本研究の目的とした． 

 

２．研究方法 

 データとしては，富士山山麓にある太郎坊（35.332N，

138.804E，海抜1290m）において2015/10/31〜2016/8/3に観

測したものと，富士山山頂（35.360N，138.730E，海抜 3776m）

において 2016/7/14〜2016/8/3 に観測したものを用いた．２

地点それぞれにおいて，走査型移動度粒径分布計測器

(SMPS，TSI xxxx)によって粒子数濃度を，気象計により風

向・風速・気温・湿度・気圧・降雨量を計測し，風向は 22°〜

202°の角度で吹く風を谷風，それ以外の角度で吹く風を山

風と分類した．またスカイラジオメータ(Prede POM-02)により

計測した直達光強度をグラフ化し，Sun levelが 8×10
3を境界

の目安として，それ以上だったときを日射あり，それ以下だ

った時を日射なしと判断した． 

 NPFイベントの定義は，①約25nm以下の粒子数濃度が朝

方より明らかに上昇する，②比較的高濃度である状態が３時

間以上継続している，の双方を満たすものとした． 

 

３．結果，考察 

太郎坊における月ごとの NPF イベントの発生率を表１に

示す．得られたデータからは季節による明瞭な変化を見るこ

とができなかった． 

 
 日射量の多い日はバナナシェイプ型の粒径分布がみられ，

NPF イベントが発生している（図１）．また，山風（北東の風）

から谷風（南西の風）に変わっている午前〜正午頃に NPF

イベントが開始する日が多かった（図２）．これらを集計しまと

めたものが表２である．日射があり谷風である時の NPF イベ

ントの発生確率は極めて高かった．また，太郎坊において

夜間にNPFイベントが発生するケースは少なかった． 

 

 降水中は粒径に関わらず全体的に粒子数濃度が少なくな

る（図１）．これは，大気中の粒子が洗い流されるためと考え

られる．また降水直後の NPF イベントの有無を調べたところ，

降水イベント19回に対し直後のNPFイベントは12回（63%）

であった．さらに夜157回の間に観測されたNPFイベントは

11回だが，このうち5回は降水直後だった．以上よりNPFの

発生しにくい夜間を含め降水直後は NPF イベントがみられ

ることが多いといえるが，これは，大気中の粒子が非常に少

なくなっている降水直後は，粒子が生成されやすくなってい

るためだと考えられる． 

 山頂・山麓間の大気輸送については風向と粒子数濃度か

ら，高濃度粒子の移動があったと思われる期間で考察した．

データ取得期間において，山麓から山頂に吹く風による粒

子の輸送と考えられる現象を顕著に見ることはできなかった

が，7/27 は，普段であれば粒子数濃度が低くなっている未

明に粒子数濃度が突出して高い現象が両地点で見られた



 
 

（図３）．実際に観測された風速は太郎坊において 0.50[m/s]，

山頂において 2.12[m/s]であったが，２地点間の直線距離と

粒子数濃度のピークの時間差から，考えられる輸送速度を

0.91[m/s]と求めた．これは風が山頂から山麓に直線的に吹

き下ろしていると仮定した場合であるが，２地点間の平均風

速1.31[m/s]と大差なく，気塊が山頂から山麓に移動している

現象が発生した事例であると考えることができる． 

 

図３ 山頂と太郎坊における粒子数濃度 

４．まとめ  

太郎坊における 2015/10/31〜2016/8/3 の観測の結果，デ

ータが取得できた 157 日のうち，NPF イベントが発生した日

は 128 日(81%)であった．取得したデータからは，粒子数濃

度が季節によって変動する様子を見ることができなかったが，

世界各地でも見られた山岳地域における谷風条件下でのイ

ベントを確認することができた．日射が有り，かつ谷風の時，

非常に発生しやすく，その確率は 98%であった．降水直後

は63%の確率で発生し，NPFイベントの発生しにくい夜間で

も観測されやすくなっていた． 

富士山山頂における 2016/7/14〜2016/8/3 の観測結果と

太郎坊におけるものを比較したところ，山麓から山頂に吹く

風による粒子の輸送と考えられる現象は顕著に見ることはで

きなかったが，7/27未明に山頂から山麓に吹く風によって粒

子が輸送されたと考えられる現象が見られた． 
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図１ 太郎坊における粒径分布・粒子数濃度と直達光強度・降雨量の関係 

  

図２ 太郎坊における粒径分布と風向・風速の関係 


